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主要文獻

第1章　 緒 論

今同各 方面 ニ於 テ其 ノ效果 ヲ認 メラ レツ ツアル 菫 外光線 治療 モ其 ノBiolvgische Wirkung

ニ就 キテハ不明 ノ點 多々 ア リ.就 中植物 神経系統 ニ如何 ニ作 用 スル モノナ リャ即 チ副交感 神經

系統 ノ緊張 ヲ高 ムル ヤ或 ハ交感神 經 ノ緊 張 ヲ低下 セ シムル ガ如 クニ働 ク モ ノナ リヤ ノ疑 點 ニ關

シテハ今 日迄 少ナ カラザル研究報 告 アル モ其 ノ結果 ハ區 々 ナ リ.由 來 植物 紳經系 統 ノ緊張 ハ内

分泌臟 器 ノ機能及 ビ個 體 ノInnerea Milieu等 ニ附隨 的 ノモ ノニ シテ又個 體 ノInneres Milieu

及 ビ植 物神經 系統 ノ緊張 ハ造血臟 器系統 ニ作用 スル モノナ リ.例 之 「アチ ドー ジス」及 ビ「アル

カ ロー ジス」 ニ依 リ血液 腺 ガ變化 シ又植物 神経系 統 ノ緊張 ノ變化 ニ從 ヒ血液 像 ガ變化 スル ガ如

シ.又 他方 上 皮小體 ガInneres Milieuニ 關係 シ體 内ノ「カル チウ ム」量 ニ變 化 ヲ起 ス コ トハ已

ニ明 カナル事 實 ニ シテ從 ツテ植物 神経系統 ノ緊張 ニモ關 ス可 ク又血液像 ニモ影響 スベ キモ ノナ

リ.余 等 ハ茲 ニ於 テ上 皮 小體 ヲ摘 出 シ其 ノ前後 ニ於 ケルInnerea Milieu及 ビ血液 像 ノ變化 ヲ

目標 トシ菫 外光線 照射 ニ依 ル ソ レラノ影響 ヲ檢 シ間接 的 ニ菫 外光線 ノBiologische Wirkung

ヲ想 定 セ ン トシテ本 實驗 ヲ企 テ タル モ ノナ リ.

本研究 ノ梗概ハ昭和4年2月 岡山醫學會總會席上ニテ報告セリ.
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第2章　 實驗材料及ビ其ノ方法

試驗動物 卜シテハ家兎及 ビ「ラ ツテ」ヲ使 用 セ リ.家 兎 ハ白色雄性成 熟セル健康 ナルモ ノヲ選 ビ食 餌 ヲ一

定 セ ンガ タメニ毎 日 「オカ ラ」250gニ テ 飼育 セ リ.「 ラ ツテ」ニ於テ モ雄性 ノ大 ニ シテ丈 夫 ナルモ ノヲ選 ビ

粉米 ニテ飼育セ リ.動 物 ノ縄縛ハInneres Milieu及 ビ血液像 ニ影 響 スルヲ以テ可及的 自由 ノ姿勢 ニ置 キテ

採血 セ リ,即 チ家兎 ハ木 製 ノ箱 ニテ頭 部 ノミ出 ス所 ノ固定箱 ヲ用 ヒ「ラ ツテ」ハ金網 籠 ニテ尾部 ノ ミヲ提 出

ナスガ如 キ装置 ヲナセ リ.採 血 ハ家兎 ニテハ耳靜脉,「 ヲ ツテ」 ハ尾 部靜脉 ニテ施 行 シ家兎 採血 ハ空腹 時,

「ラ ツヲ」ハ一定時間 ニ之 ヲナセ リ.血 糖 ハ「バ ソグ」氏微量定量法 ニ依 リ血清「カルチウム」量ハ井上氏法 ニ

ヨ リ,血 液諸檢査 ニ於 テハ 血色 素ハ「ザ ー リー」氏 血色 素計 ニテ採 血後約10分 ニ行 ヒ,赤 血球 ハ生 理的 食監

水,白 血球 ハ「チユルク」氏液 ヲ以テ稀澤 シ「トーマ ツアイス」氏血球計算室 ヲ用 ヒ算 定 セ リ.染 色標 本ハ「メ

チール アル コール」ニテ固定 シ「ギムザ」氏液 ニテ染色 シ,血 小板ハ「フオニオ」氏法 ニ依 リ計算 セ リ.菫 外 光

線 卜シテ人工太陽 光線 ヲ用ヒ距 離 ハ何 レノ場 合 モ40cm卜 シ照 射 ノ時間ハ 家兎 ハ5分 間,「 ラ ツテ」ハ20分

間 卜セ リ.而 シテ此際 光線量 ヲ一定 セ ンガ タメ 光線發射後5分 間 ヲ經 テ 動物 ノ背 部 ヨ リ照 射 ヲ行 ヒ タ リ.

動 物背部 ノ毛 ハ豫 メ短 ク鋏切セ リ.上 皮小體小術 ハ家兎 ニテ ハ何 レノ場合 モ外 上皮小體(2箇)ノ ミヲ摘出

シ「ラツテ」ニテハ實 驗 目的 ニ依 リ2箇 或 ハ4箇 ヲ燒灼 セ リ.手 術時 ニ可及的出 血 ヲ防止 シ消毒 ヲ嚴 ニセル

コ 卜ハ勿論 ナ リ.

第3章　 實 驗 成 績

第1項　 家兎ノ上皮小體摘出 ニ依 ル血糖量,血 清「カルチウム」量

及 ビ血液嫁 ノ變化

第2項　 「ラツテ」ノ上皮小體燒灼ニ依ル血液像 ノ變化

第1項(第1圖,第2圖,第1表)第2項(第2表)

家兎及ビ「ラツテ」ニテ

ハ内外上皮小體存在シ且

家兎 ニテハ胸腺内ニ副上

皮小體ガ封入セラルル事

實ハ先進 ノ説 ク所ナリ然

レ共外上皮小體ノミノ摘

出ニヨリ完全ナル 「テ タ

ニー」發作ヲ起サシメ得

ルモノナ リ卜云ヘル小川

氏ノ説 ニ從ヒ第1項 ニテ

ハ外上皮小體 ノミ2箇 全

摘出ヲ行ヒ第2項 ニテハ

内外上皮小體各2箇 宛ノ

全燒灼 ヲ行 ヒタリ.

第1圖
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9例 中3例 圖示ス.血 糖量ハ日ニ依 リ幾分ノ増減ハアルモ初メ漸次減少 シ次デ稍々著明ニ減少 シ後漸次増

加 シテ手術後30日 位ニテ舊態ニ復ス.

第2圖

9例 中3例 圖示ス.血 清Ca量 ニ就キテハ先人 ノ成績 卜全ク一致 シ例外 ナク急速 ニ著明ニ減少スルモノニ

シラ是又漸次増加 シ血糖量 ノ舊値ニ返ル 卜略ボ同一日數 ニテ舊ニ復ス.

9例 中3例 表示 ス.(Ps=假 性「エオジン」白血球, Ly=淋 巴球, Eos=「 ニオジン」嗜好白血球, Mo=大 單

核球, Ma=「 マス卜」細胞,各 格子中ノ上段數字ハ比較數ノ%,下 段数字ハ絶對數ヲ示ス.以 下同 ジ.)

(イ)血 色素量(ロ)赤 血球數ハ稍々減少スルモ餘 リ著明ナラズ.(ハ)白 血球:増 加ス(ニ)假 性 「エオジ

ン」白血球:比 較数ハ初メ稍々増加 シ後ハ減少ス(ホ)淋 巴球:比 較數,絶 對數共ニ増加ス(へ)「 エオジン」

嗜好白血球:除 リ變化ナシ(卜)大 單核球:認 ムベキ變化ナシ(チ)「 マス 卜」細胞:一 定 ノ變化ナシ(第1表

参照).

11例 中3例 表示 ス.(Po=中 性多核白血球, P1=血 小板).

(イ)血 色素量:減 少ス(ロ)赤 血球:減 少ス(ハ)白 血球:甚 シク増加 ス(ニ)中 佐多核自血球:比 較數一

般ニ稍々増加 ノ傾 アリ.絶 對數ハ増加ス(ホ)淋 巴球:比 較數初 メ増加 シ次デ減少ス.絶 對數増加ス(へ)「エ

オジン」嗜好細胞及 ビ大單核球ニハ認ム可キ變化ナシ(卜)「 マス 卜」細胞:變 化ナシ(チ)血 小板:増 加 ノ傾

向ア リ(第2表 参照).

第3項　 菫外光線照射 ニ依 ル健康家兎ノ血糖量,血 清「カルチウム」量

及 ビ血液像 ノ變化

第4項　 菫外光線照射 ニ依 ル健康「ラツテ」ノ血液像 ノ變化

第3項 及 ビ第4項 ノ採血ハ各檢査共光線照射後3時 間以内ニ施行セリ.第3項(第3圖,第4圖,第3表)

第4項(第4表).
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第3圖

9例 中3例 圖示ス.血 糖量ハ第1囘 照射ニ依 リ多少増加 シ第2回 照射ニ依 リ一時減少スルモ又増加 シテ

第3囘 照射ヨ リハ漸次減少 シテ原値ニ返ル.

第4圖

9例 中3例 圖示ス 血清Ca量 ハ初メ減少 ノ傾アルモ漸次増加スルモノナ リ.

9例 中3例 表示ス.

(イ)血 色素量:多 少 ノ増減アルモ稍々減少 ノ傾ア リ(ロ)赤 血球數:一 定 ノ變化ナ ン(ハ)白 血球數 減

少スル傾アリ(ニ)假 性 「エオジン」白血球:比 較數,絶 對數共ニ増加ス(ホ)淋 巴球 比較數,絶 數減少ス

(へ)「エオジン」嗜好細胞 比較數.絶 對數共 ニ増加ス(ト)大 單核球 少 シク増加 スルモノノ如 シ(チ)「 マ

ス 卜」細胞:一 定 ノ變化ナシ(第3表 參照).

11例 中3例 表示ス.(イ)血 色素量 減少スルラン(ロ)赤 血球數:一 定 ノ變化ナシ(ハ)白 血球數 大 シ

タル變化ハナキモ増加 ノ傾向ヲ認ム(ニ)中 性多核白血球 比較數,絶 對數モ稍々増加ス(ホ)淋 巴球 比較

數,絶 對數共 ニ滅少ス(へ)「 エオジン」嗜好細胞.多 少増加ノ傾向ア リ(卜)大 單核球 一定ノ變化ナシ(チ)

211



212 小 津 尚,横 山 丈 夫

「マス卜」細胞:變 化ナ シ(リ)血 小板數:減 少ノ傾向ア リ(第4表 參照).

第5項　 家兎 ノ上皮 小體 摘 出 卜同時 ニ菫 外光線 照射 ヲ行 ヒシ時 ノ血 糖量,

血清「カル チ ウム」量及 ビ血液 像 ノ變化

第6項　 「ラ ツテ」ノ上 皮小體燒 灼 卜同時 ニ菫 外光 線 照射 ヲ行 ヒシ時 ノ血

液 像 ノ變 化

第5項(第5圖,第6圖,第5表)第6項(第6表,第7表).

第5項 ニ於テハ各例共外上皮小體2箇 ノ全摘出ヲ行ヒ,第6項 ニテハ外上皮小體2箇 ノ場合 卜内外上皮

小體各2箇 宛ノ全燒灼ノ場合 卜アリ.兩 項 ノ場合何 レモ照射後3時 間以内ニ採血セ リ.

第5圖

9例 中3例 圖示ス.血 糖量ハ何 レモ増加ノ傾向ヲ有ス.

第6圖
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9例 中3例 圖示ス.血 清Ca量 ハ最初一時減少スルモ漸次増 加シテ15日 位ニテ全 ク舊態二復ス.

9例 中3例 表示ス.(イ)血 色素量:増 加ス(ロ)赤 血球數:餘 リ變化セズ(ハ)白 血球數:初 メヨリ多少増

加ノ傾向アリ(ニ)假 性「エオジン」白血球:比 較數稍 々増加 ノ傾向ア リ.絶 對數モ少 シク増加スルラシ(ホ)

淋巴球:比 較,絶 對數共ニ幾分増加スル如 シ(へ)「 エオジン」嗜好細胞:増 加 ス(卜)大 單核球:一 定 ノ變化

ナ ン(チ)「 マスト」細胞:一 定 ノ變化ナシ(第5表 參照).

(外 上皮小體2箇 燒灼ノ場合)11例 中3例 表示ス.(イ)血 色素量:減 少ス(ロ)赤 血球數:多 少減少ス(ハ)

白血球數:増 加ス(ニ)中 性多核自血球:比 較數,絶 對數共ニ増加ス(ホ)淋 巴球:比 較數ハ減少 ン,絶 對數

ハ増加 ノ傾向アリ(へ)「 エオジン」嗜好細胞:増 加ス(卜)大 單核球:増 加ス(チ)「 マス卜」細胞:變 化ナシ

(リ)血 小板數:減 少スルラシ(第6表 參照).

(内外上皮小體各2箇 宛全燒灼ヲナセル場合), 7例 中3例 表示ス.(イ)血 色素量:減 少ス(ロ)赤 血球數:

減少ス(ハ)白 血球敷:増 加ス(ニ)中 性多核白血球:増 加ス(ホ)淋 巴球:比 較數ハ減少 シ,絶 對數ハ餘 リ

變化セズ(へ)「 エオジン」嗜好細胞:増 加ノ傾向ア リ(卜)大 單核球:増 加ス(チ)「 マス 卜」細胞:變 化ナン

(リ)血 小板數:減 少ス(第7表 參照).

第7項　 家兎上皮小體摘出後血糖量,血 清「カルチウム」量及 ビ血液像

ノ略ボ原値 ニ復 セシ時 ノ菫外光線照射 ニ依 ル之等諸像 ノ變化

第7項(第7圖,第8圖,第1表).

外上皮小體2箇 摘出ヲ行ヒ約30日 間ニテ諸像舊態ニ復スルヲ待 チ光線照射ヲ行 ヒ,各 檢査ニ要スル血液

採取ハ光線照射後3時 間以内ニ施行セ リ.

第7圖

5例 中3例 圖示ス.血 糖量ハ最初少 シク増加 シ次デ減少 シ,又 増加 シ漸衣舊態ニ返ル.
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第8圖

5例 中3例 圖示ス.血 清Ca量 ハ漸教増加 ノ傾向ヲ示ス.

第1表(5例 中3例 表示)ノ 血液像ヲ見ルニ,(イ)血 色素量:一 定 ノ變化ナシ(ロ)赤 血球數:一 定 ノ變化

ナシ(ハ)白 血球數:減 少ス(ニ)假 性 「エオジン」白血球:比 較數,絶 對數共ニ増加ス(ホ)淋 巴球:比 較數

絶對數共ニ減少ス(へ)「 エオジン」嗜好細胞:増 加ス(卜)大 單核球:一 定 ノ變化ナシ(チ)「 マス卜」細胞:

變化ナシ.

第4章　 實驗成績ノ總括及ビ考按

既 ニ上述 セ ル如 ク上皮 小體ガInneres Milieuニ 關 スル コ 卜ハ明 カ ニシテ又植物神 經系統 ノ緊張 ニモ關 ス

可 ク又血液像ニ影響スルコ卜モ明カナ リ. Loebガ 上皮小體摘出後血液中ノ「カルチウム」量 ノ減少ヲ唱ヘテ

ヨ リ多 クノ人 ニヨ リテ 殆 ド決定 的 ニ證明 サ レタ リ.又 摘 出後 ニ於 ケル血糖 量 ニ就キ テハ多 クノ學者 ニ依 リ

テ 意見一定 セザル モUnderbill, Nellans, Frnuk u. Ohales等 ハ 血塘量 ハ減少 スル ト云 フモ高橋 氏 ニ依ル 卜

上 皮小體 ノ ミヲ摘出 セル犬 又ハ甲状腺 卜共 ニ全摘出 セ ル犬 ニ於 テハ 其 ノ潜在性 「テ タニ一」時 ニ於テ 血糖量

ハ正常 ニ比 シ一 般 ニ増 加 シ「テ タニー」ヲ起 スニ至 レバ血 糖量ハ變 化 セズ 卜云 フ.血 液 像 ニ就テハ人體 ニテ

ハAdolf Schlose, Hass氏 等 ニヨ レバ中性 多核白血球 多少減少 シLinkeverschiebungハ 認 メズ又 之等 諸氏 ノ

外 ニNagelsbaohモ 中 等度 ノ比較的及 ビ絶 對的 ノ淋巴球 ノ増 加 アル 卜云 フ. Adolf Schlossハ 「エ オジ ン」嗜 好

細胞 ハ變化 不定 ナルモHassハ 増 加ス 卜云 フ.大 單 核細胞.移 行 型及 ビ肥胖細胞 ハ一定 ノ變化 ヲ見 ザ リキ.

次 ニ白血球 總數ハAdolf Sohlossハ 増 加 ス 卜云 ヒ, Hassハ 減 少 ス ト云 フ.抑 々内分泌臓 器相互間 ノ作 用ハ或

ル モ ノハ鼓舞 性 ニ或 ルモ ノハ相互拮抗性 ニ其 ノ關 係複 維 ヲ極 ムルモ ノナ リ. Eppinger, Fnltn, Rndinger等

ハ 主要 内分 泌臟 器 ヲ2群 ニ分 チ第1群 ニハ甲状腺,臆 下垂體及 ビ「ク ローム」親和系 ヲ屬 セ シメ第2群 ニハ

上皮小體 及 ビ膵臟 ヲ屬 セ シメ第1群 同志,第2群 同 志ハ相互 ニ鼓舞性 ニ作用 スルモ ノナ レ ドモ第1群,第2

群 ノ關 係ハ相互 ニ拮 抗性 ナ リ卜ス.前 者 ハ交 感神經 ヲ亢奮 セ シメ 後者 ハ之 ニ對 シ反對作用 ヲ有 スルモノ 卜

稱 ス,サ レバ 氏等 ノ假 説 ニ從 ヘバ上皮小體 ヲ摘出 スレバ 副腎 ノ機 能亢進 ヲ見 ル可 キ コ 卜等 シク想 像 シ得 ル
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所 ナ リ.Gulckeハ 上 皮小體摘出後副 腎「ア ドレナ リン」分泌 ノ亢進 アル可 キヲ説 キ 且irschfeldハ 該 手術後 ノ

犬 ニ於 テ血液「ア」量 ノ増加 ヲ認 メ タリ.小 川氏 ニ依 ル 卜上皮小體摘出後「テ タニー」症状 ヲ呈 シタル犬,兎,

白 鼠 ニ於テハ副腎「ア」含有量 増加 シ其 ノ分泌 モ亢進 スル 卜云 ヘ リ.併 シ「テ タニー」ヲ呈 セザル モ ノハ副 腎

「ア」含有量竝 ニ其 ノ分 泌状態健康動物 卜差 異ナク急性發作 後麻痺 ニ陥 ラ ン 卜スル時竝 ニ「テ タニー」ノ末 期

麻痺期 ニハ副 腎 「ア」含 有量減 シ其 ノ分泌 又減少 ス 卜云 ヘ リ.尚 ホCollip氏 ニ依 ル 卜4例 ノVagotonie型 血

壓反應 ヲ有 スル患 者 ニ於テ上皮小體錠 ヲ投 與 シ ツツ其 ノ前後 ニ於 ケル「ア ドレナ リン」血壓反 應及 ビ血液Ca

量 ヲ測定比較 セル ニ投與後 ハVagotonieガ 非常 ニ輕減 スル カ或 ハ尋 常價 ニ返 リCaモ 亦増加 セ リ.故 ニ氏ハ

Vagotonie型 血 壓反應ハCa投 與 ニヨ リテ尋常 ニナル カ又ハSympaticotonieニ ナ ル 卜云 ヒVagotonie型 「ア」

反應 ヲ有 スル患者ハ上皮小體療法 ニ依 リテCa或 ハCa-Atropin療 法 卜同一 ノ結果 ヲ來 ス 卜云 フ.又Cantarow

氏 ハ 上皮小體「ホル モ ン」使 用後 ハ赤 血球數,血 色素 量,白 血球 數,血 液粘稠 度 ノ増加 ヲ見 ル 卜云 フ.

上 皮小體 卜菫外 光線 卜ノ關係 ニ就テハCasparis, Hortonハ5例 ノ「テ タニー」患 者 ニ菫 外光線照射 ヲ行 ヒ

8-10日 ニテ全 快 シ其 ノ血清Ca量 ハ高 マル ト云 ヒ, Fa1kenheim u. P. Gyorgyモ 同 様 ノコ 卜ヲナ シテ 「テ タ

ニー」患 者ニCaCl2, NH2Clヲ 投 與 シツツ菫外光線療法 ヲナス コ卜ヲ推奨 セ リ. Gates u. Qzout氏 ニ依ル 卜

4-6週 間30分 宛 石 英水銀燈 ヲ家兎 ニ照 射ス ルニ内分泌臓 器中上皮 小體ガ最 モヨク影響 サ レ上皮小體 ハ50%

マ デ其 ノ重量 ヲ増加 シ此際Caハ 變 化 ナ シ卜云 フ.又 同氏 ハ正常 家兎 ノ上皮小體 ヲ摘 出セル時及 ビ摘 出後 照

射 ヲ行 ヒタル場合 ノ血清Ca量 ヲ測定 セセリ.正 常家兎 ノ上皮小體 ノ一部 ヲ摘出 スルニ2-3日 目 ニCa量 ハ 最

低 トナ リ後漸 次増加 シテ正常 ニ近 ヅク.次 二一部上皮小體摘出 ヲ行 ヒ タル モ ノ 卜コレニ毎 日50分 宛3週 間

菫 外光線照射 ヲ行 ヒタルモノ 卜ヲ比較 スル ニ照射 ヲ行 ヒシモノハ對照 ニ比 シテCaノ 減少大 ニ僅 少 ニ シテ對

照 ニテハ「テ タ ニー」ヲ起 ス場合 ニテモ照 射セル モノハ起 ラズ即 チ照射 スル コ 卜ハ 「テ タニ ー」ノ豫防 卜ナル

ト云 ヘ リ.

菫外光線 卜植物神經系統 卜ノ關係ニ就テハ 今 日マデカナ リ多數ノ研究報告 アリ.從 ツテ該神經系統 卜大

ナル關係ニアル血糖量,血 清Ca量,血 液像ニ關スル實驗モ亦少カラズ.元 來光線 ノ人體神經系統 ニ及ボス影

響ニ關シテハ 由來種々ナル關係ノアル可キコ卜ハ想像セラレタルモ確實ナル證據ハナカリキ.而 シテ近來

ニ至 リテ該問題ニ關スル研究發表アリテ多少明力トナ リタル 卜ハ云へ未ダ不明 ノ點少カラズ.菫 外光線 ノ

各器官及 ビ器官 ノ機能ニ及ボス光線 ノ影響ニ關シテハ其量ニ依ルノミナラズ(H. Bakwin U. R. M. Bakwin)

又各器官ガ孤立的 ニ光線 ノ作用ヲ受 ケテ起ス反應 卜,全 身照射 ヲ受 ケテ起ス反應 卜ハ 決シテ一致スルモノ

ニ非ザルコ卜モ明カナル コ卜ナ リ.先 ヅE. Herte1氏 ニ依 リテ神經性原質ハ他ニ何等特別ナル感受装置ナク

シテ光ニ依 リテ刺戟ヲ受ケ得ルモノナルコ卜ハ確實ニ證明サ レタリ.而 シテ 作用スル光線 ノ波長及 ビ強サ

ノ如何ニ從 ヒ神經ガ直接ノ照射ヲ受ケル際ニ其ノ分布領域 ニ各異ナル反應ヲ起スモノナ リ.或 ル臓器或ハ

又臓器系統ガ光線 ニ對 シテ反應ヲ起ス際ニハ 必ズ神經ガ之 ニ關係スルモノナルベシ卜ハ 一般ニ認 メラルル

所ナリ.光 線 ニ依 リテ生ズル炎症即チ光線炎症 卜神經作用 卜ノ關係ニ就キテハDreyer, Jansen, Moycho等

ノ實驗ア リ,近來ニ於テハRothmann氏 ガ同様交感神經系統 卜光線作用 卜ノ關係ヲ研究發表セ リ.氏ニ依 ル

卜短波長線 ヲ以テ強ク全身照射 ヲ行ハバ原發的ニ交感神經麻痺 ヲ起スモノナリ卜ノ實驗 ヨリ出發 シ種々ノ

基礎的研究 ヲ行ヒ物質代謝上ニ現ハルル種々ナル現象 ヲ證明セリ.即 チ光線 ノ直接或ハ間接ノ働キヲ人體

ニ及ボス最初 ノ媒介者ハ 皮膚 ノ交感神經末稍ナ リ卜言フ.例 ヘバ 日光浴後 ニ起 ル血歴降下ハ交感神經 ノ緊
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張 ノ降下 ニ依ルモ ノニシテ 緊張 ノ降下ハ光線 ノ作用 ノ止ム ト共 ニ消失スルモノニシテ 從 ツテ光線ノ作用後

數 日ニシテ 血壓ハ再 ビ上昇スル 卜云 フ.此 際血糖 モ亦交感神經緊張 ノ變化 卜共ニ増減 シ緊張 ノ減少セル間

ハ血糖量モ減少 シ緊張 ノ囘復 卜共 ニ血糖量モ亦増加ス.尚 ホRothmannハ 日光ノ代 リニ水銀蒸氣燈 ヲ以テ

照射 ヲ行ヒシニ照射直後 ニ於テハ血糖量ノ著 シキ減少 ヲ見 タリ.即 チ最モ減少セ シ時ハ照射前 ノ血糖量ニ

比 シ50%ノ 減少 ヲ認 メタリ.而 シテ此際血壓モ亦下降 シテ10-30mHg低 下シ血糖,血 壓 ノ光線 ニ依 リテ

蒙ル影響ハ常ニ平衡的ニ行ハレ,又 交感神經ガ光線 ノ作用ヲ受 ケテ麻痺スル時ハ其 ノ分布領域 ニ於ケル臓

器ハ強度 ノ鬱血ノ起ルコ卜ヲ認メ居 レリ. Pincussen氏 ニヨル 卜長キ間 日光照射 ヲ受 クレバ動物ノ血糖量ハ

減少スルモ屡々反對ニ増加スルコ卜アリ.之 ハ照射ニ依 リテ2種 ノ全ク異 リタル作用 ノ行ハルル結果ニシ

テ一ハ糖 ノ可動性ヲ亢進スル卜共ニ他ニ糖 ノ燃燒 ノ高マルタメニシテ其ノ何レカガ 優ルコ卜ニ依 リテ或 ハ

血糖増加ヲ見,或 ハ反對ニ其ノ減少ヲ見ルモノナ リ卜云 フ.糖 分解醗酵素ハ光線 ニ依 リテ何等害 ヲ蒙ルコ卜

ナク寧 ロ照射ニ依 リテ其 ノ作用ハ高マルモノノ如 シ卜云ヘ リ.又Pincussen氏 ハ人工的ニ「ア ドレナ リン」

過血糖ヲ起サシタル後ニ於ケル照射 ノ影響 ヲ觀察セシニ照射後ニハ血液中ノ含水炭素量 ノ増加スルヲ認メ

タ リ.

次ニ光線照射 卜血液像 ノ變化 卜ノ關係ヲ見ルニ コハ確ニ或ル影響ヲ蒙ルモノナルモ某ノ模様 ニ就キテハ

研究諸家ノ報告ニ可ナ リノ差異ア リ. Hugo Bach氏 ニ依ル ト赤血球,血 色素量ハ餘 リ影響サ レス,自 血球ハ

照射後ハ増加スルモ又漸次ニシテ舊態ニ復 シ只長時間持續的ニ照射スルニ(50-60分 間)白 血球増多症ハ

翌 日迄 ニ及ブ 卜云フ.中 性多核白血球竝ニ大單核及ビ移行型ハ照射ニ依 リテ増減スルモ其ノ變化ハ持續的

ナラズ 卜云 フ. Aschenheim u. Myer氏 等ハ日光浴及ビ人工太陽 光線照射ニ依 リ淋巴球 ノ増加ヲ來ス 卜云

フ. Baumann氏 ハ光線照射 ノ影響ハ直接的ニ非ズシテ組織及ビZellschadigungノ 反應ニ依ル ト云ヒ,彼 ハ

人體 ニ於テ 速 ニシテ一時性 ノ而モ不定ナル輕度 ノ中佐多核白血球 ノ減少ヲ伴 フ白血球増量症 ヲ認メタリ.

 Peemoller氏 ハ白血球 ノ變化ハ光線 ノ強度ニ依ルモノニシテ,即 チ僅少 ノ際ハ白血球減少,大 量 ノ時ハ白血

球増多症ヲ來ス 卜云フ. B. Burchadi氏 ハ炭酸孤光燈照射 ヲ行 ヒタル後ニ於テ色素沈着ガ強クア リツツアル

間ハ最初 ハ血色素量及ビ赤血球數ハ急速 ニ増加スルモ漸次増加スル率 ガ少クナ リ色素沈着極度 ニ達 スルニ

至 レバ最早増加スルコ卜ナシ.而 シテ此際白血球 ノ全量ハ之 卜同様ニ却 ツテ減少スルモ部分的 ニ觀察スル

ニ此現象ハ中性多核白血球 ノ減少ニ依ルモノニシテ單核細胞竝ニ「エオジン」嗜好細胞ハ多少ナ リ卜モ増加

ス 卜云フ.又Konigsfeld氏 ハ人工太陽燈照射 ヲ行ヒシ後ニ赤血球及ビ血色素量ニ何等 ノ變化 ヲ認 メザ リシ

モ白血球ハ明カニ影響アルヲ認 メタリ.即 チ自血球 ハ照射直後 ニ於テ殆 ド規則的ニ増加 シ殊 ニ4分 間位ノ

短時間 ノ太陽燈照射後ニ於テ著シキ,増加 ヲ認 メ得ルモノナ リ.併 シ此白血球増加現象モ3-4日 ニシテ最初

ノ正常ナル状態ニ復スルモノナリ.而 シテモシ自血球 ノ増加 ノ起 レル間ニ照射 ヲ行 フ時ハ3-4日 後ノ減少

スル度合ハ正常以下ニ達 スルモノナ リ,又 照射時間 ヲ長 ク50-60分 間継續ス レバ白血球 ノ増加 モ亦ヨリ久

シク保 タルモノナリ卜云 フ.又Kestner氏 ノ貧血ヲ起サシメタ動物ニ對スル研究アリ.其 ハ動物ヲ人工的

貧血ニ陥 ラシメタ後 日光照射ヲ行ヒタルニ赤血球ハ其ノ數 ヲ増シ血色素量其 ノ他ノ點 ニ於テモ好影響ヲ蒙

ルコ 卜ヲ確證セリ. Berner氏 ニ依 レバ光線照射ニ依 リ白血球殊 ニ中性多核白血球ハ減少スルモ,淋 巴球ハ

何等ノ影響 ヲ蒙ラヌカ或 ハ僅ニ其ノ數ヲ増ス 卜云ヒ, Waltscheff氏 ハ局所照射 ノ後ニハ中性多核白血球 ノ増

加 ヲ認 メ而モ其 ノ白血球 ノ大サバ照射 ノ長短及ビ照射局所面 ノ廣サニ關係ンテ變化ス卜云 フ.梅 田氏ハ家
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兎 ニ1週 間 ノ間隔ニテ反覆人工太陽燈ヲ照射スルニ血色素量ハ著明 ノ變化ナク赤血球 ハ殆 ド増減ナク白血

球ハ毎囘放射後1-8時 間 ニシテ著明 ノ一時的 ノ増加ヲ來スモ囘復速ナリ.而 シテ總數ハ更ニ減少スルモノ

ノ如 シ.總 數増加ハ假性「エオジン」白血球 ニ依ルモノニシテ淋巴球 ハ不變ナルカ或ハ比較的減少ヲ示ス.

次ニ同一家兎 ニ毎日短時間放射セシニ血色素量ハ僅少ナルモ漸次上昇 ノ傾 向ヲ示 シ赤血球ハ不變,白 血球

ハ漸次減少 シ照射中止後約1箇 月間檢査セルモ未ダ囘復ヲ見ズ.減 少ハ假性「エ」白血球 ニシテ淋巴球 ハ比

較的増加ナ リ卜云ヘリ. Rothmarm u. callenberg兩 氏ハ水銀蒸氣燈ニテ全身照射ヲ行 ヒ而モ皮膚ニ強キ炎

症々状ヲ起サシメル 程度ノ強照射 ヲ行ハバ血清中ノCa量 著シク増加スルモノニシテ此増加現象ハ 炎症々

状 ノ消褪 卜共 ニ衰 フルモノナ リト云 ヒ, Pincussen氏 モ光線照射 ニ依 リ血液中ノCa量 ハ増加スル 卜云ヘ リ.

次ニ植物神經系統 ノ緊張異常 卜血清Ca量,血 糖量,血 液像 トノ關係ヲ略述センニ, Zondek氏 ハ有機體

ニ於 ケルCa濃 度 ノ上昇 ハ交感神經 ヲ興奮 性 ニ, K濃 度 ノ上昇ハ副交感神 經 ヲ興奮性 ニセ シム 卜言 ヘ リ.然

ラバ交感或 ハ副交 感神 經 ノ緊張異常 ヲ來 セル際 ニ於テ 血清 中 ノ之等 「イ オ ン」ノ分布状 態 ニ移 動 ノ招來 スル

コ 卜ハ容易 ニ想到 シ得 ル トコロニシテ阿 南, Dresel氏 等 ハVagotonieノ 際 ニハ 血液 中 ノCaノ 増加 ヲ來 シ

Sympaticotonieノ 時 ハCaノ 減 少 ヲ來 ス 卜云 ヒ, Eskil Kylin氏 ハK/Caノ 比 ノ大小 ニ依 リテ交 感,副 交感 兩

神經 ノ作用 ヲ區別 セ ン トシ,一 般 ニK/Caノ 價 高キ時ハSympaticotonieニ シテ低 キ時 ハVagotonieナ リ 卜云

ヘ リ.其 ノ他Billingheimer氏 ハ 「ア ドレナ リン」注射 ニ依 リテ血 液Ca量 ハ減少 シ,「ア トロビ ン」注射 ニ依 リ

テハ 不變 ナルカ或 ハ僅 ニ減少 シ,「ビ ロカ ルビ ン」ニ ヨ リテハ稍 々増加 ス ト云 ヘ リ.交 感神 經緊張時 ニ血液Ca

量 ノ減少 ヲ來 ス 卜唱 フル者ニHetzfekd, Lubowski, Leicher, Glaser等 ア リ.又 茂 在,秋 谷,稻 田,川 島 氏等

ハ「ア ドレナ リン」注射 ニ依 リテ血清Ca量 ハ不變 ナルカ或 ハ僅 昌減少 ス 卜云ヒ,毎 常「ビロカルビ ン」注射 ニ

ヨ リテ 血清Ca量 ノ増加 ヲ見 タリ 卜云 フ.津 田氏 ハ「ア ドレナ リン」注射 ニ依 リテ血清Ca量 ハ減少 シ,「 ア 卜

ロビ ン」注射 ニ依 リテハ血清Ca量 ハ減少 シ,「 ピ ロカルビ ン」注射 ニ ヨ リテハ増加 ノ傾 向 ヲ有 ス ト云 ヘ リ.

井 上氏 ハ「ア ドレナ リン」注射 ニ依 リテ血清Ca量 ハ特 ニ認 ムベキ變化 ナ シ 卜言 ヒ,北 山氏ハ家兎 ニ「ア ドレ

ナ リン」ヲ注射 シテ血清Ca量 ノ減少 スル ヲ認 メ, 3時 間 後 ニ於テ 最モ著 シ 卜言 ヘ リ. Max Jacobsen u. Fritz

 Rothschild氏 等 ニ依ル 卜「ア 卜ロピ ン」注射 ニ依 リテ 血清Ca量 ハ一定 シタル變 化 ヲ見 ズ 卜云 ヘ リ.即 チ要 ス

ル ニ血清Ca量 ハ 「ア ドレナ リン」注射 ニ依 リテ或ハ減少 ス 卜云 ヒ或ハ不變 ナ リ ト云 ヒ 或 ハ最初 減少 シテ後

増 加 ス 卜云 ヒ,「 ア 卜ロビ ン」注射 ニ依 リテハ減少 シ「ピ ロカル ビ ン」注射 ニ依 リテ或 ハ増加 ス ト云 ヒ或ハ 不

變或 ハ減少 ス 卜云 フ.而 モ植物神 經毒注射 ニ依 ル血 液Caノ 移動状 態ハ種 々ノ條件 ニ依 リ異 ナル.即 チ動物

ノ種類 ニ ヨ リテ其 ノ程度 ニ差異 アリテ 時 ニハ全然反對 ノ成績 ヲ來 スコ 卜ア リ.同 種動物 ニ於 テ モ個 體 ニ ヨ

リテ共 ノ移動状 態 ヲ異 ニス.又 注 射量 ノ如 何 ニヨ リテモ全然相 反 スル コ 卜ア リ.而 シテ コレ ガ據 ツテ來 ルノ

理 ニ關 シテハ 未 ダ充分 闡明 ノ域 ニ達 セズ 卜ハ雖 モ 主 トシテ動 物 ノ種類 ニヨル交感 竝 ニ副交感 神經 ノ解 剖的

差 異 ノ存 スル 卜,各 種植 物神 經毒 ノ作用 ノ不定 ナル ト更 ニ其 ノ使 用量 ノ如何 ニ ヨ リテ 中樞神經 ノコ レガ調

節機能 ニ關 與スル 卜否 卜ガ,カ カル現象 ニ對 シ最 モ重大 ナル意義 ヲ有 ス ルモ ノナル ベ シ.次 ニ「ア ドレナ リ

ン」ヲ注射 スル ニ肝 臓 ニ分布 スル末稍 交感神經 ガ興奮 シテ肝細胞 ヲ刺 戟 シ「グ リコゲ ン」ノ糖 化 ヲ促 ス結 果

血糖 上昇 ヲ來 ス コ トハ周 知 ノ コ 卜ナルモ「ビ ロカルビ ン」ヲ靜脉内 ニ注射 スル モ亦 「ア ドレナ リン」ノ程度 昌

非 ズ 卜モ矢 張毎 常血糖 上昇 ヲ招 クモノナ リ(皮 下注射 ニテハ起 ラヌコ 卜モア リ).交 感神經及 ビ副 交感 神經

ガ血液 像 ニ重大 ナル關係 ヲ有 スル コ 卜ハ 幾多先進 諸家 ノ研鑽發表 セル所 ニ シテ 其 ノ詳細 ハ一 々茲 ニ贅 セズ
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卜雖 モ概括的 ニ略述 ス レバ1892年Neusser氏 ハ猫 及 ビ人間 ニ於テ「ピ ロカル ビ ン」注射 ヲシタ「エ オジ シ」嗜

好細胞 ノ増加 ヲ認 メシ以來Bertelli, Faltu, Schweeger 3氏 ハ 「ピ ロカル ピ ン」,「ヒ ヨ リン」,「ビ ツイ 卜リン」

亜硝 酸 「ナ トリウム」 ノ如 キ 副 交感神經 ノ緊張 ヲ高 ムル ガ如 キ 藥剤 ニ ヨ リ大 單核 球 ノ増加 ヲ來 シ 「エ オ ジ

ン」嗜 好細胞 ノ増 加モ多ク ノ場合 ニ認 メラル ル 卜云 ヘ リ， 又Eppinger u. Hess氏 等 ハ藥效學的 ニ檢 査 セル

Vagotonieニ 於 テ 他 ニ何等 原因 ヲ認 メズ シテ 「エ オジ ン」嗜 好細胞 ノ増加 ヲ證 シDziembowski氏 ハ 「エ オジ

ン」嗜 好細胞 ノ増 加,淋 巴球 ノ増 加,中 性 多核 白血球 ノ減少 ヲ以 テVagotonie寧 ロ交感神經 ノ機能減 弱症 ヲ

示 スモ ノナ リ卜云 ヘ リ.上 小澤氏 モVagotonie及 ビSympaticdatonie (Vagotdnieナ ル モSympaticoatonieニ

依 ルVagotonie)ノ 患 者 ニテ 血色素量,赤 血球,白 血球 數ハ一定 ノ變化 ナ ケ レドモ中性 多核 白血球 ハ比較的

ニテ少 シ減少 シ「エオ ジ ン」嗜好細胞 ハ比較的,絶 對的共 ニ増 加 シ淋巴球及 ビ大單核球 ニハ著 シキ變 化ナ シ

卜云 フ.「 ア ドレナ リン」ノ血色 素量,赤 血球數 ニ於 ケル影響 ハ1906年Harvy氏, 1908年Roveri氏 以 來

諸 家 ノ業績 ア リ.共 ニ著 シキ増加 ヲ示 スモ ノ ノ如 シ.之 ニ反 シ減少 ヲ來 ス 卜云 フモ ノニLoeper, Crunzon,

 Austonie, Jadesohi, Careaso, Parisot等 ア リ. 1910年Bertelli, Falta, Schweeger 3氏 ハ 内分泌 ノ研究 ヨ リ

「ア ドレナ リン」 ノ血液 像 ニ及 ボス影響 ヲ檢 シテ白血球總數 ノ増 加,中 性多核白血球及 ビ大單核球 ハ比較的

ニ減少 ス 卜云 ヒ, Schwenker u. Schlecht等 ハ 白血球總 數 ノ増加,「 エ オ ジン」嗜 好細胞 ハ少量 ニテ減少,大

量 ニテ消失 セ リ.反 之Burgsch氏 ハ 「ア ドレナ リン」注射 ニヨ リテ「エオ ジン」嗜 好細胞 ノ増 加及 ビ中性多核

白血球 ノ増 多ヲ來 ス 卜云 ヘ リ. Skorozewsky u. Wasserberg兩 氏 ハ動物竝 ニ人體 ニ於テ 「ア ドレナ リン」ハ

中性多核 白血球 ノ減少 ヲ常 ニ證明 ス レ ドモ「エ オジ ン」嗜 好細胞 ニ對 シテハ 「ア トロビ ン」,「ビ ロカルピ ン」

共 ニ減 少 ヲ來 シ,但 シ「ア ドレナ リン」ニ於 テ最 モ甚 シケ レド之 ヲ以 テ「ア ドレナ リン」特有 ノ作 用 トナス ヲ

得 ズ ト云 ヘ リ.此 他 「ア ドレナ リン」注射 ニ依 リ淋 巴球 ノ増加 ヲ來 ス ト云 フモ ノニHarvy, Frey,圓 羽,臼 井,

 Friodberg, Porta Brunowア リ.白 血球増 多症 ヲ來 ス 卜云 フモ ノニFrey.臼 井,清 水,久 保等 ア リ.中 性

多核 白血球 ノ減少 スル 卜云 フモ ノニFreyア リ.臼 井 氏 ハ比較的 ニ ハ減少 スルモ絶對的 ニハ増 加老 リ卜.

 Friedberg,臼 井 氏等 ニ依 ル 卜「エ オ ジン」嗜 好細胞ハ比較 的減少 ノ場合 多 ク,絶 對 數ハ大多數例 ニ於テ稍々

増 加セ リ.單 核細胞 ハ大多數 ハ比較的,絶 對的共 ニ増加 ヲ來 シ「マス 卜」細胞 モ増 加セル場 合多 シ 卜云 フ.

「ア 卜ロビ ン」 ノ血液像 ニ於 ケル變化 ハ1899年Bohland氏 ガ制汗劑 ハ總テ白血球 總數 ノ減少 ヲ來ス 卜云 ヒ

Bertelli, Falta, Schweeger等 ハ 犬 ニ於テ少 量ハ最初 白血球 數 ヲ減少 シ次 デ増 加 シ大量 ニテ ハ直 ニ増加 ヲ來

シ中性 多核 白血球ハ比較 的増 加,淋 巴球 及 ビ單核細胞 ノ比較的減少,「 エオ ジン」嗜 好細胞 ハ大量 ニテ減少 ス

卜云 フ.久 保氏 ニ依 レバ血小 板ハ 「ア ドレナ リン」注射後15分 ニ シテ既 ニ増 加 シ30分 後 ニ増加 ノ頂點 ニ達

シ ソ レ以後 時 ヲ經 ル ニ從 ヒ一般 ニ減少 シ來ル.故 ニ淋 巴球 ノ消長 卜稍 々類似 ノ行 動 ヲ 卜ルガ如 シ 卜云 フ.要

ス ル ニ動物 ニア リテハ多少其 ノ結果 ヲ異 ニスル所 ア レ ドモ少 ク 卜モ人 類 ニア リテハ交感神經 ノ緊張 ヲ高 ム

ル ガ如 キ藥劑 ハ血色素 量,赤 血球數 ノ増加 ヲ來 シ白 血球 數ハ注射後短 時間 ニ シテ一 時減少 シ後 増加 スルカ

又ハ初 メヨ リ増 加 シ一定時 ノ後 最大 ニ達 シ次 デ漸 次減少 シ數時間 乃至十 數時間 ニテ原値 ニ復 シ,刺 戟 ノ初

期 ニハ 淋巴球 ノ%ハ 急激 ニ増 加 シ刺 戟 ノ後期 ニハ減少 シ中性多核 白血球 ハ初 メ減少 シテ後 増加 シ 「エオ ジ

ン」嗜 好細胞 ハ減少 ヲ來 ン,副 交 感神 經 ノ緊張 ヲ高 ムルガ如 キ藥劑 ハ中性多核 白血球 ノ減少,淋 巴球,單 核

細胞 及 ビ「エオ ジン」嗜 好細胞 ノ増加 ヲ來 ス 卜云 ヘル所肯肇 ニア タレル感 ア リ.乍 併實驗 上 「ア ドレナ リン」

ヲ注射 スル モ「ビ ロカルビ ン」ヲ注射 スルモ其 ノ血液 有形 成分 ノ像 ガ相似 セル場合 少 カラズ.其 ノ他臨牀 的
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經驗ヨリ云 フモ交感神經性血液像 卜副交感神經性血液像 トヲ蔵然 區別 スルコ 卜不可能ナリ卜スルガ今日一

般 ノ見解ナルモ併 シ血液像及ビ血糖量,血 清Ca量 ノ變化移動ニ依 リテ植物神經系統ノ緊張如何 ヲアル程度

迄想定スクレコトモアナガチ不可能ナルコトニハ非ザルモノ卜余等ハ推考スルモノナ リ.

爰 ニ於 テ余等 ノ實 驗成績 ノ結 果 ヲ通覧 考按 スル ニ實驗成 績 第1項 第2項 ニ於 テハ家 兎 血糖 量

ハ最 初減 少 スルモ次 デ少 シク増加 シ又 稍 々著 明 ニ減少 シ又漸次 増加 シテ舊 態 ニ復 ス.コ ノ増減

ハ本 章 ニテ既述 ノ如 ク先 人 ノ成績 モ此點 ハ一定 セル モ ノヲ見ズ,減 少或 ハ増加 スル説 ア リ.コ

レ一 ニハ恐 ラク「テ タニー」發作有無 ノ關 係 ニモ依 ルモ ノナラ ン.余 等 モ「テタ ニー」ノ同 一發 作

ノアル時 ニノ ミ實驗 セザ リシタ メ斯 ノ如 キ成 績 ヲ得 タル ナ ラ ン.血 清Ca量 ハ既 知 ノ成績 卜全

ク一致 シ例外 ナク著明急速 ニ減少 セ リ.血 液像 ヲ見ル ニ血色素量 及 ビ赤 血球數 ハ家兎及 ビ 「ラ

ツテ」共 ニ減 少 ヲ來 シ白血球 總數 ハ兩 者共 ニ増加 シ殊 ニ「ラツテ」ニ於 テ其 ノ度甚 シ.假 性 「エオ

ジ ン」白血 球竝 ニ中性 多核 白血球 ハ家兎,「 ラツテ」共 ニ初 メ増 加 シテ後減 少 ノ傾 向 ア リ.淋 巴

球 ハ家 兎 ニテ ハ比較,絶 對數 共 ニ増加 シ「ラ ツテ」ニテ ハ比較 的 ニ初 メハ増加 スル モ次 デ減 少 ス,

而 シテ絶對數 ハ増加 ス.「 エオ ジン」嗜好 細胞,單 核 細胞,「 マス 卜」細胞 ハ家 兎「ラツテ」共 ニ認

ム可 キー定 ノ變化 ヲ見 ズ.血 小板 ハ「ラツテ」ニ テ増加 スル モノナ リ.之 等 ノ成 績 ヲ先人 ノ夫 レ

ト比 スルニ前述 ノ如 ク彼等 ノ説 モ何 レモ區 々ナ レバ或 ルモ ノハ一致 シ,ア ル モノハ コ レニ反 ス

ル モ亦 已 ムヲ得 ザル コ 卜ニ シテ從 ツテ以 上ソ諸 檢査 ノ成績 ニ依 リテ上 皮 小胆 摘出 ニ依 リ植物 神

經 緊張度 ヲ何 レニ變 化 サ スモ ノナル ヤヲ確 然 卜區別 決定 スル コ トハ困難 ノコ 卜ナル モ余等 ノ成

績 及 ビ先人 ノ所説 ニ ヨ リ幾分 ナル モ副交 感神経 緊張減弱 ニ ヨル交 感神経 緊張症 ニナル ヤノ感 ナ

キニ非 ズ.

第3項 第4項 ニ於 テハ家兎 血糖量 ハ第1囘 照射 ヨ リ已 ニ増加 シ始 メ第3囘 照射前 ニ於 テ最 高

ニ達 セ リ.此 際 第2回 照射 ニ ヨ リ一時急 ニ減 少 セル ハ注意 スべ キ點 ニ シテ前述 ノ如 ク菫外 光線

ハ交 感神脛 ノ緊張 ヲ低下 セ シムル説 今 日一般 ニ認 メラルル所 ナル ヲ以 テ緊張 ノ同復 卜共 ニ血 糖

最 モ亦増 加 セシモ ノノ如 ク,術 ホ コノ際 照射 ニ依 ル血糖 量ノ増加 ハPincussen氏 ノ説 クー ハ糖

ノ可動性 ヲ元 進 スル 卜共 ニ他 ニ糖 ノ燃焼 ノ高 マルタ メニモ依 ル モノナ ラ ン.同 氏 ノ説 ハ此 場合

大 ニ考慮 ニ價 ス可 キモノ ト思 考 サル ルモ ノナ リ.血 清Ca量 ハ第1囘 照射後 増加 スル モ ノ 卜少

シク減少 スル モノ 卜アル モ第2同 照射 ヨ リハ漸 次増 加 スル傾 向 ヲ有 シ照射 中止 止 卜同時 ニ又奮

態 ニ返 ル ヲ見 ル.コ ノ現象 ハ上述 ノRothmann, Callenberg氏 等 ノ説 ニ一 致 シ今 日一般 ニ認 メ

ラル ル所 ナ リ.血 液像 ニ於 テハ血色 素量 ハ家 兎ニテハ初 メ僅 ニ増加 スル モ後 ニハ漸減 シ 「ラツ

テ」 ニテハ減少 ノ傾 向 ヲ有 ス.赤 血球 ニハ一定 セル變 化 ヲ見 出 シ得 ズ.白 血球數 ハ家 兎 ニテ ハ

減 少 スル モ「ヲ ツテ」ニテ ハ増加 ノ傾 向 ア リ.假 性 「エオ ジン」白血 球及 ビ中性 多核 白血球 ハ増加

ス.淋 巴球 ハ雨者共 ニ減少 ス.「 エオ ジン」嗜好細 胞 ハ増 加 ス.大 單核細 胞 ハ家 兎 ニテ ハ増 加 ス

ル モ「ラツテ」ニテハ一定 ノ變 化 ナ シ.「 マス 卜」細 胞 ハ變 化 ナ ク,血 小板 ハ「ラ ツテ」ニ於 テ減少

ノ傾 向 ヲ有 ス.即 チ光 線照射後 ノ血液像 ノ變 化 ニ就 テハ研究 諸家 ノ報 告 ニ可 ナ リノ差 異ア リテ
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其 ノ取捨 ニ一考 ヲ煩 ハスモノナ リ.余 等 ノ成績 ノ中白血球 ノ減少或ハ増加ハ上述 ノPeemoller

氏 ノ説 ニ一致 シ特 ニ今 日迄 ノ一般 ノ報告 卜稍 々異ニセル中性多核白血球竝 ニ淋巴球 ノ成績 モ前

述Waltscheff氏 ノ説 ニ一致 シ大體 ニ於 テハ梅田氏説 ニ合致 スルモノノ如 シ.コ レニ依 リテ見ル

ニ第3,第4項 ノ余等 ノ成績 ニ依 リテハ菫外光線照射 ハ交感神經 ノ緊張 ヲ低下 セシムルモノナ

リトスル確證 ハ與へ難 キ所 ナ レドモ,亦 カク説明 スルニ好都合 ノ諸點モ多々アルナ リ.

第5項 第6項 ニ就 テ見ルニ血糖量ハ最初 ヨ リ増加 ノ傾向 ヲ示 シ,但 シ増加度 ハ第1項 ヨリ低

キモ第1項 ノ際 ヨリ舊態 ニ復 スルニ要 スル日數 ハ1/2ニ テ足 リ,血 清Ca量 モ其 ノ減 少ノ度第1

項 ノ場合 ヨリモ僅少 ニシテ第1項 ノ1/2ノ 日數 ニテ已ニ原値 ニ復 シ前述諸氏ノ所説 卜全 ク一致

セリ.血 液像 ヲ見ルニ血色素量ハ家兎 ニテハ稍々増加 セルモ「ラツテ」ニテハ減少 ヲ示 セリ.赤

血球數 ハ家兎 ニテハ餘 リ變化ヲ認 メズ.「 ラツテ」ニテハ稍 々減 少ヲ見ル,白 血球總數ハ家兎ニ

テハ餘 リ變化 ナク「ラツテ」ニテハ増加 ス.假 性「エオ ジン」白血球及 ビ中性多核白血球 ハ増加 シ

殊 ニ「ラツテ」ノ上皮小體4箇 摘出 セル場合ニ特 ニ著明ナ リ.淋 巴球 ハ家兎 ニテハ變化著明ナラ

ザルモ幾分増加 シ「ラツテ」ニテハ比較的 ニハ減少 シ絶對的 ニハ稍 々増加 スルモノナ リ.コ ノ場

合 モ4箇 摘出 ノモノニ於 テ甚 シ.「エオ ジン」嗜好細胞 ハ兩者共 ニ増加 シ單核細胞 ハ家兎 ハ一定

ノ變化ナキモ「ラツテ」ニテハ比較,絶 對數共ニ増加 ス.「マス ト」細胞ハ變化ナク,血 小板 ハ減

少 スルモノナ リ.以 上ニ依 リテ見ルニ本項 ノ成績 ハ第1項,第2項 ノ成績 卜比較 スルニ反對 ノ

結果 ヲ多 々認 ムルモノニシテ第3,第4項 ノ成績 卜略 ボ一致 スルモノナ リ.而 シテ余等 ノ實驗

ニ依 ルモ亦諸家ノ説 ニ依 ルモ菫外光線 ノ作用 ハ其 ノ病的状態 ニ於 テハ健康體 ニ及ボス作用 ヨ リ

甚 シク著明ニ現 ハレ特 ニ血糖量,血清Ca量 ニ於 テ著明ニシテ血液像 ノ變化囘復ハ前2者 卜平行

セザル場合多 シ.

實驗成績 第7項 ハ参考 トシテ行 ヒシモノニテ前以テ上皮小器摘出 ヲ行 ヒ約30日 位 ニテ總 テ

ノ條件 ノ略 ボ舊態 ニ復 セシ時菫外光線照射 ヲナシタルモノニテ本項 ノ成績 ハ第3項 ノ成績 卜全

ク一致 スルモノナ リ.

扨 テ依 是觀之 ニ所説區 々其 ノ何 レニ歸着 シテモ敢テ不可ナキ状態 ニ置カ レ尚ホ且其 ノ作用機

轉 ノ闡明 ニ非ズ シテ將來 ノ研究 ニ待 ツベキ點 多々アル菫外光線 ノ照射 ニ依 ル植物神經系統 ノ緊

張度 ノ異常變化 ニ就 テハ余等 ノ前記實驗成績 ノ結果 ニ依 リテノ速断確定ハ勿論許 サザル所 ニシ

テ余等 モ今後 ノ研究 ニ期待ヲ持 ツ所 ナルモ余等今 日ノ見解 ニ於テハ上皮小體全摘出或ハ一部摘

出 ニヨ リテ家兎及 ビ「ラツテ」ハ副 交感神經緊張減弱ニ依ル交感神經緊張症 ヲ示 シ,健 康ナル家

兎竝 ニ「ラツテ」ニ菫外光線 ヲ行 フニ交感神經 ノ緊張度ヲ減弱 シ上皮小體摘出手術後直 ニ菫外光

線照射 ヲナスニ交感 神經緊張症 ヲ示 スモ其 ノ緊張度 ハ摘出 ノミニ依 ル場合 ニ比 シ弱 キモノノ如

ク,換 言 セバ交感神經緊張 ヲ抑制 スルモノノ如 シ.
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第5章　 結 論

1)家 兎竝ニ「ラツテ」ニテ上皮小體摘出後 ノ家 兎血糖量,家 兎血清「カルチウム」量竝 ニ血液

像 ノ變化ヲ見ルニ幾分 ナルモ副交感神經緊張減弱 ニ依ル交感神經緊張症 ノ像 ヲ呈 スルモノノ如

シ.

2)家 兎竝ニ「ラツテ」ニ菫外光線ヲ照射 スルニ家 兎血糖量,家 兎血清「カルチウム」量及 ビ血

液像ノ變化ニ依 レバ交感神經 ノ緊張低下 ヲ起 スモノノ如 シ.

3)家 兎竝 ニ「ラツテ」ノ上皮小體摘 出 ト同時ニ菫外光線照射 ヲ行 フニ家兎 血糖量,家 兎血清

「カルチウム」量及 ビ血液像 ハ(2)ニ 類 シ(1)ニ 反 スル點多 シ.

4)家 兎ノ上皮小體摘出後血糖量,血 清「カルチウム」量及 ビ血液像 ノ略 ボ舊態ニ復 セシ時菫

外光線 ヲ照射 スルニ本結論(2)ノ 家兎ニ於 ケルモノ ト同様 ノ成績 ヲ得タ リ.

以上ニ依 レバ菫外光線 ハ交感神經 ノ緊張度 ヲ低下 シ又夫 レニ依 リ副交感神經 ノ緊張度 ヲ高 ム

ルモノノ如 シ.
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613. 1

Kurze Inhaltsangabe.

Zur Frage der biologischen Wirkung der ultravioletten Strahlen, 

mit besonderer Berucksichtigung ihres Einflusses 

auf das vegetative Nervensystem.

Von

Dr. med. Hisashi Ozu und Dr. med. Takeo Yokoyama.

Aus der med. Universitatsklinik von Prof. Dr. K. Kakinuma, Okayama.

Eingegangen am 9. September 1930.

Um die biologische Wirkung des ultravioletten Strahlen klar zu stellen, stellten die 

Verfasser bei Kaninchen und Ratten die folgenden Versuche an, indem sie die durch die 

Bestrahlung hervorgerufene Veranderung des inneren Milieus und des Blutbildes zur 

Beurteilung der Tonuslage des vegetativen Nervensystems benutzten.

1. Die Veranderung des Blutzuckerspiegels, des Serum-Ca-Gehaltes und des Blut

bildes der Kaninchen nach der Exstirpation der Epithelkorperchen.

2. Die Veranderung des Blutbildes der Batten nach Thermokauterisation der Epi

thelkorperchen.

3. Die Veranderung des Blutzuckers, des Serum-Ca-Gehaltes und des Blutbildes der 

normalen Kaninchen nach Bestrahlung mit ultravioletten Strahlen.

4. Die Veranderung des Blutbildes der normalen Ratten nach der Bestrahlung.

5. Die Veranderung des Blutzuckerspiegels, des Serum-Ca-Gehaltes und des Blut

bildes der parathyreoidektomierten K.aninchen nach der Bestrahlung.

6. Die Veranderung des Blutbildes der parathyreoidektomierten Ratten nach der 

Bestrahlung.

7. Die Veranderung der Blutzuckerspiegels, des Serum-Ca-Gehaltes und des Blut

bildes nach der Bestrahlung bei den parathyreoidektomierten Kaninchen, bei welchen 

diese Werte schon fast zum Anfangswerte zuruckgekehrt waren.

Die Resultate sired die folgenden:

Bei der 1. und 2. Versuchsreihe trat ein leichter sympathikotonischer Zustand infolge 

von Parasympathikoatonie, bei der 3. und 4. Versuchsreihe dagegen eine Herabsetzung 

des Sympathikustonus auf. Die 5. und 6. Versuchsreihe verhielt sich im grossen und 

ganzen umgekehrt wie die 1. und 2. Versuchsreihe, und fast ebenso wie die 3. und 4. Ver

suchsreihe.

Die Resultate der 7. Untersuchungsreihe stimmten ganz mit denen der 3. Versuchs

reie uberein.

Aus diesen Ergebnissen ist als wahrscheinlich anzunehmen, dass die ultravioletten 

Strahlen eine Herabsetzung des Sympathikustonus zur Folge haben. (Autoreferat.)
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